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４２日間の夏休みを終え、各教室から子どもたちの朗らかな声が聞こえてきました。 

子どもたちの顔を見、ずいぶんとたくましくなったなと感じました。きっと、夏休み「○け健康

安全に注意し、○じ自分のことだけではなく家族の一員として生活したり、○め めあてをもって学習

したりすること」を通して、多くの学びや成長があったことと思います。培い蓄えられた力を基に、

学校では、２学期一歩一歩教育活動を進めてまいります。 

 

そして、２学期も引き続き、「３つのつながり〔手と手（人と人と）のつながり、言葉のつなが

り、心のつながり〕を大切にする」こと、「自ら学び自ら考えて行動する」こと、そして、「あい

さつ・返事・後始末をしっかりと行おう。」をモットー（目標や指針）に生活するよう子どもたち

に繰り返し話してまいります。また、学校、家庭、地域が共に子どもの良いところを褒めて、認め

て自信をつけさせることができればと思います。 

 

さて、この夏も多くのスポーツ大会が開催され、手に汗を握り興味深く観戦された方が多かった

ことと思われます。子どもたちもまた、スポーツに対する興味やあこがれをもったことと思います。

私もその一人で、競技や試合における人のなせる技・極限の力、チームワーク、スポーツマンシッ

プ、挑戦する力・あきらめない心・努力等に魅了されました。また、考えることも多くありました。 

その中で、毎年のことですが甲子園（全国高校野球選手権記念大会）を目指す球児（関係する高

校生等）の様々な出来事には、スポーツの素晴らしさを思わずにはいられないところがあります。

そして、甲子園に行くことが叶わなかった３９０８校の様々な努力と力を出し切っての結果、その

ことを忘れてはならないと思いました。（特に私たち教育や子育てに携わる者は） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平素より学校納付金の納入につきましてご協力いただきありがとうございます。 

４月にお知らせいたしました学校納付金月別引落し額の１１月の給食費を次のように変更させ

ていただきます。ご理解とご協力をお願いいたします。 

○内容：１１月３０日（土）学芸会の日に給食を実施することから、１食分追加いたします。 

○追加になる金額：当初予定していた引落し額に、１・２年生(２５３円)、３・４年生(２７１

円)、５・６年生（２９４円）を追加し引落させていただきます。 

※その他：１１月３０日（土）学芸会は給食後下校といたします 

（ご不明な点がございましたら事務室・中林までご連絡ください。） 

№６ 
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１ 平成２５年度１１月学校納付金の変更について 
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このことについて、平成２５年６月１９日発行の学校だより臨時号でお知らせいたしました工事

のその後について、別紙によりお知らせいたします。 

つきましては、学校では工事に関する安全指導を行いますので、ご家庭におかれましても登下校

時を含め工事現場及びその近くを通る時の安全について十分注意するようお話しください。 

また、学校からは工事に関わる登下校の安全及び騒音等について配慮するよう申し入れました。 

 

 

 

 本年度からスクールカウンセラーは、千代田区と東京都から各１名配置されていますが、区配置

の石田スクールカウンセラーが８月末で退職いたしました。 

新たに配置されるスクールカウンセラーについては、現在、所管している児童家庭支援センター

で調整中ですので、連絡がありしだいお知らせいたします。 

 

 

 

 

                    ４年生担任 片原由加里 

 ７月２３日から２泊３日の岩井臨海学校では、「波乗り

って楽しいね」「風が気持ちいいよ」「きれいな貝殻があっ

たよ」などと、子ども達は自然に触れ、友達と関わる中で

様々な発見をしていました。また、一人一人が自分の係に

責任をもち、自分の役割を一生懸命に果たそうとする姿も

印象的でした。お互いに声をかけて５分前行動を心がけた

り、係の仕事をしている友達の手助けをしたりと、この臨

海学校を通して、班の友達と助け合い協力することの大切

さ、ルールを守ることの大切さなどを学ぶことができまし

た。 

初めての宿泊行事（臨海学校）を通して、たくさんの 

思い出をつくり、更に成長した４年生になったのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生の岩井臨海学校について 

について 
 

大房公園での磯遊び 

ビーチファイヤー ボートや浮具を使った水泳 

２ 千代田区猿楽町１－２－２（日貿ビル跡）における共同住宅建設工事について 

３ 千代田区スクールカウンセラー配置について 

※お茶の水小学校ホームページ「学校日記」から 
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保護者の皆様には、７月に“よりよい学校づくり”のためのアンケートにご協力いただきありが

とうございました。提出いただきましたアンケートをまとめましたのでご報告します。 

報告は、質問に自由記述が関係している場合、各集計の後に自由記述を掲載しました。そして、

ご意見等について、今号の学校だよりでお話しできることはお伝えするようにしました。また、す

ぐにお話しできないことやデータから読み取れることは、９月の保護者会でお話しいたします。（す

でに７月の保護者会で、学年・学級に関することについてお話ししたこともあります。） 

子どもたちのアンケート結果については、お茶の水小学校ホームページに掲載いたします。また、

９月の保護者会において結果の一部を話題にいたします。 

この他、学年・学級等に関することは各学級の改善のための資料とさせていただきます。 

（アンケートは、１２月に後期調査を実施させていただき、子どもたちのアンケートや校内の評

価と前期調査を総合し、平成２６年度の教育課程の改善に取り組んでいきます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１ お子さんは、楽しく学校（学級）で学習・生活していますか。 

【７月】 

●今年度から時間がつめられ、下校も早くなり、子どもが疲れているように感じる。勉強にも影

響しないか心配である。子どももその点は楽しいとは感じていない。そして、この変更の理由

について伝えられているとは思わない。 

●時間割にゆとりをもたせてほしい。水曜日の午前５時間は改善できないか。（土曜日の授業を

増やしてはどうか。） 

○担任と会ったとき日常生活について、話があるのでありがたい。 

○いつもありがとうございます（丁寧な指導等）。楽しく学校生活を送っている様です。（４） 

保護者アンケートについて 

について 
 

アンケートの集計 児童数 260    提出数 228／87.7 ％  自由記述  30／11.5 ％ 

※集計は全学年・学年別で掲載します。（回答数を割合で比較することから、統計処理

上データの千分の一を四捨五入した関係で±１％の誤差があります。） 

※自由記述は、次のように取り扱います。 

○学校全体に関することは、文言を整理し全て掲載します。なお、（数字）は同一内

容の数です。 

○学年・学級等に関することは掲載せず、各学年・学級の改善のための資料とさせて

いただきます。 
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平成２５年度の教育課程の編成（改善）について、ご説明が十分でありませんでした

こと、お詫び申し上げます。（次に改めてご説明いたします。） 

※ 平成２３年度から全面実施された新学習指導要領での授業時数は、１年生６８時

間、２年生７０時間、３～６年生３５時間増加（学習内容も増加）しました。また、

総合的な学習の時間は、３・４年生が３５時間、５・６年生が４０時間縮減されまし

た。なお、５・６年生は外国語活動（週１時間）が新設されました。 

  お茶の水小学校では、このことに対する措置として、すでに取り組んでいた「チャ

レンジタイム（１５分）×週３日（午後）」で対応できると判断し、新学習指導要領

実施において授業時数を増やすことはいたしませんでした。 

 

この措置で２年間教育活動を行いましたが、昨年度の学校評価から次の課題が明ら

かになり、教育委員会からも同様に改善するよう指導がありました。 

○授業時数が十分に確保されていない。 

○総合的な学習の時間の中で継続して「マーチングバンド（３０時間）」を位置づけ

ていることが適切でない。（音楽か特別活動に位置づける必要がある。） 

○教育課程における時間割と教員の勤務時間についても課題がある。 

 

＊ 保護者の皆様には、すでに報道等でご案内の通り、国では土曜授業について検討を

進めています。具体的には、まずは設置者の判断で土曜授業を許可することを考えて

います（現在都は、すでに各区市町村の判断で月２回までの実施を認めています）。 

このことは、平成７年から平成１４年まで実施された第２・第４土曜日を休業日と

した時にもどる措置（もどるは適切な言葉ではないのですが）事実として月２回の土

曜授業、言い換えれば月２回の土曜休みと同じ状況になるわけです。つまり、新学習

指導要領においては、授業時数をさらに増やすことも必要だと国は考えているのです。

そこで、お茶の水小学校では、平成２５年度の教育課程について、土曜日の授業を増

やすのではなく、「生活時程」「教科等の指導計画」の改善から、編成することにいた

しました。どうかこのことについてご理解いただきますようお願いいたします。（次に

平成２５年２月２２日発行の学校便りの一部を再掲いたします。） 

 

１ 生活時程等の改善 

〔改善〕授業時数を確保しながら、学習指導や生活指導の充実を図るため生活時程（時

間割）を変更する。 

○チャレンジタイム（国語／読書を含む）を朝１５分間実施する。 

○水曜日に午前５時間授業を行うことで、週の授業時数を１時間増やす。 

○集会等は木曜日の朝の時間に計画的に実施する。 

○金曜日６時間目に委員会・クラブ・マーチングバンド活動を計画的に実施する。 

○金曜日の５時間目を５・６年生の音楽の時間として、マーチングバンドの学習を行

う。授業時数を増やした一部の時間を音楽に充て、総合的な学習の時間で行ってい

たマーチングバンド活動を実施する。 

○授業時数を増やした一部の時間を１年生から４年生までの外国語活動等に充てる。 

〔期待されること〕 

○朝（始業時）、教師が子どもを教室で迎えチャレンジタイムを行うことから、チャ

レンジタイムを効果的に実施することができる。 

○授業時数が確保でき、ゆとりをもって学習できる。 

○マーチングバンド活動が音楽の学習として行われることから、目的が明確になる。 
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【２４年度１２月】 

 

質問２ 子どもたちは落ち着いて学習していると思いますか。 

【７月】 

●学年・学級によって児童の態度の悪さを感じた。 

 

 

 

※引き続き子どもたちが落ち着いて学習していけるように授業改善を図ってまいります。 

２ 年間授業日数の改善 

〔改善〕授業時数を確保するため、水曜日に午前５時間授業を行うことで、週の授業時数

を１時間増やす。＜学習指導要領で計画されている週当たりのコマ数（時間数）：１年 

２５ｈ、２年２６ｈ、３年２７ｈ、４年以上２８ｈ＞ 

〔期待されること〕 

○１単位時間（４５分）として授業時数を確保することができる。 

○余剰時数が増加することから特色ある教育活動や特別活動等の時間が確保できる。 

 

＊以上のことについては２学期の保護者会で話題にいたします。 

※引き続き子どもたち一人一人が、楽しく学校（学級）で学習・生活していけるように努め

てまいります。 



 - 6 - 

 

【２４年度１２月】 

 

質問３ 授業（発問や板書など）はわかりやすいと思いますか。 

【７月】 

 

 

【２４年度１２月】 

 

 

※引き続き一人一人の子どもが、授業がわかるように授業改善を進めてまいります。 
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質問４ 学習に対する評価は適切だと思いますか。 

【７月】 

 

 

 

【２４年度１２月】 

 

質問５ 学校は規範意識を高める生活指導に適切に取り組んでいると思いますか。 

【７月】 

●トイレの使い方が悪い。（使用後水を流していないことがある。） 

※適切な評価ができるように努めてまいります。また、評価に関することで疑問等ございました

ら担任にお聞き下さい。 
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○ルールやマナーの大切さについて、繰り返し指導されることで身に付いたと思う。 

 

 

 

 

 

【２４年度１２月】 

 

質問６ 学校は子どもや保護者の話を聞くなど、適切に教育相談に取り組み、必要な対応をして

いると思いますか。 

【７月】 

【２４年度１２月】 

 

※学校では引き続き規範意識等に関する生活指導を進めてまいります。 

また、規範意識をはじめ様々な教育は、小学校、家庭、地域等が共通の認識に立ち、子ど

もの指導・助言・支援に当たることが大切なことだと考えていますので、保護者会で話題

にいたします。 
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質問７ 学校は「ふれあい月間」での取り組みなどを通して、思いやりの心を育むとともに、い

じめ問題に適切に対応していると思いますか。 

【７月】 

 

 

 

 

【２４年度１２月】 

 

質問８ 子どもたちに挨拶や返事をすることが身に付いていると思いますか。 

【７月】 

※「いじめ問題」については、毎学期（６月・１１月・２月）を人権強化月間として、「思い

やりの心をもって、たくさんの仲間とふれあう。」ことをめあてにして、振り返りカードを

活用したアンケートと指導を実施しています。また、早期発見・対応に努めています。 

 


